
（毎月 1 回 1 日発行）　　　第394号すずかけ・3月号⑴　令和 2 年 3 月 1 日

［令和 2年 3月号］

発行所／（公財）兵庫県芸術文化協会
文化振興部

〒650－0011　神戸市中央区下山手通 4 丁目16番 3 号
　　　　　（兵庫県民会館内）電話078－321－2002

編集・発行人／山本亮三
　（公財）兵庫県芸術文化協会理事長

http://hyogo-arts.or.jp

藤飯 千尋さん

冨田 一樹さん

　

当
協
会
で
は
、
県
域
に
お
い

て
優
れ
た
音
楽
活
動
を
行
い
、

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
新

進
の
音
楽
家
を
奨
励
す
る
た
め

「
坂
井
時
忠
音
楽
賞
」
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
故
・
坂
井
時
忠

知
事
（
当
協
会
元
会
長
）
の
音

楽
に
寄
せ
ら
れ
た
心
を
普
及
さ

せ
、
音
楽
活
動
の
推
進
と
芸
術

文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
３
年
度

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

冨
田 

一
樹
さ
ん

（31）
オ
ル
ガ
ン

奏
者
（
大
阪
府
摂
津
市
）
＝
大

阪
音
楽
大
学
音
楽
学
部
音
楽
学

科
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
専
攻

を
首
席
で
卒
業
後
、
ド
イ

ツ
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
音
楽
大

学
大
学
院
オ
ル
ガ
ン
科
修

士
課
程
修
了
。
ド
イ
ツ
―

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
第
20
回
バ

ッ
ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
に

て
オ
ル
ガ
ン
部
門
第
１
位

と
聴
衆
賞
。
大
阪
府
摂
津

市
教
育
文
化
功
労
賞
。
音

楽
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
ラ

ブ
賞
（
奨
励
賞
）。
第
35

回
咲
く
や
こ
の
花
賞
受
賞
。

　

宝
塚
ベ
ガ
・
ホ
ー
ル
を
は
じ

め
神
戸
栄
光
教
会
、
甲
南
女
子

大
学
、
神
戸
松
陰
女
子
大
学
、

パ
ル
ナ
ソ
ス
ホ
ー
ル
な
ど
で
演

奏
活
動
を
展
開
し
、
県
内
の
オ

ル
ガ
ン
設
置
施
設
の
存
在
意
義

を
高
め
て
い
る
。

【
選
考
委
員
講
評
】

　

冨
田
さ
ん
は
、
オ
ル
ガ
ニ
ス

ト
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
く
足

の
テ
ン
ポ
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
正
確
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
有
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
聞

き
手
に
強
く
語
り
か
け
て
く
る

豊
か
な
音
楽
性
に
よ
り
、
国
内

外
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
レ
ベ
ル

の
底
上
げ
に
貢
献
し
て
い
る
。

楽
器
の
特
性
上
、
演
奏
機
会
の

少
な
い
オ
ル
ガ
ン
分
野
に
お
い

て
、
オ
ル
ガ
ン
の
新
た
な
魅
力

を
広
げ
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま

す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。

　

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
で
は

友
の
会
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
始
め
て
み
た

り
、
身
近
に
あ
る
芸
術
文
化
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

２
０
２
０
年
度
は
特
典
施
設

に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
が
新

規
追
加
に
な
り
ま
し
た
。
同
ホ

テ
ル
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
飲
食

料
金
が
１
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ご
入
会

ま
た
は
ご
継
続
の
手
続
き
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
会
員
特
典
】
▼
文
化
情
報
紙

「
す
ず
か
け
」
を
毎
月
送
付
▼

友
の
会
事
業
参
加
費
の
割
引

（
ふ
る
さ
と
文
化
紀
行
、
至
宝

の
文
化
財
を
訪
ね
て
、
ふ
る
さ

と
ウ
ォ
ー
ク
ほ
か
）
▼
兵
庫
県

生
活
文
化
大
学
（
神
戸
校
・
明

石
校
・
姫
路
校
）
な
ど
の
受
講

料
を
割
引
▼
の
じ
ぎ
く
サ
ロ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
、
新
進
芸
術
家
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ

ル
シ
リ
ー
ズ
公
演
、
県
民
芸
術

劇
場
公
演
（
一
部
）
の
ご
招
待

・
割
引
▼
美
術
館
・
博
物
館
な

ど
の
入
館
料
を
割
引
（
兵
庫
県

立
美
術
館
、
横
尾
忠
則
現
代
美

術
館
、兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
、

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
兵
庫

陶
芸
美
術
館
ほ
か
）
▼
兵
庫
県

民
会
館
内
の
店
舗
で
の
割
引
▼

指
定
旅
行
代
理
店
の
企
画
旅
行

の
割
引
▼
指
定
画
材
店
、
お
宿

で
の
優
待

【
会
費
】
個
人
会
員
３

０
０
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
会
員
５
０
０
０
円

（
同
一
世
帯
２
人
）、
団

体
会
員
１
０
０
０
０
円

【
会
員
の
期
間
】
令
和

２
年
４
月
１
日
～
令
和

３
年
３
月
31
日

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫

県
芸
術
文
化
協
会
☎
０

７
８
・
３
２
１
・
２
０

０
２

レストランが新規特典施設に加わ
ったホテルオークラ神戸

　
「
亀
高
文
子
記
念
―
赤
艸
社

賞
」
は
故
亀
高
文
子
氏
（
兵
庫

県
文
化
賞
受
賞
者
）
の
ご
遺
族

か
ら
の
寄
付
を
も
と
に
、
女
性

洋
画
家
を
対
象
に
平
成
４
年
度

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

亀
高
女
史
が
創
立
し
た
「
赤

艸
社
女
子
洋
画
研
究
所
」
に
ち

な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
、
当
協
会

が
表
彰
し
て
き
ま
し
た
。

【
受
賞
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

藤
飯 

千
尋
さ
ん

（47）
美
術
家

（
大
阪
府
箕
面
市
）
＝
自
分

の
怒
り
の
感
情
を
平
面
に
落

と
し
込
も
う
と
す
る
と
こ
ろ

か
ら
画
業
を
始
め
る
。
現
在

は
こ
の
世
の
闇
や
人
間
の
も

つ
負
の
領
域
に
焦
点
を
あ

藤飯千尋さんの作品「雨の庭」

　

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

サ
ロ
ン
事
業
に
積
極
的
に
参

加
し
、
将
来
一
層
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
新
進
・
若
手
芸

術
家
と
、
サ
ロ
ン
の
企
画
・

運
営
に
協
力
の
あ
っ
た
指
導

者
を
表
彰
す
る
「
ひ
ょ
う
ご

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
賞
」

の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
部
門
で
は
陶
芸
家
の
竹
内

剛
さ
ん

（45）
、
チ
ェ
ロ
奏
者
の

皆
川
隼
人
さ
ん

（30）
が
、
協
力

者
部
門
で
は
写
真
家
の
柳
原

香
さ
ん

（67）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
３
月
３
日
㈫
に

兵
庫
県
民
会
館
で
行
わ
れ
ま

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号

（
４
月
号
）
の
「
す
ず
か
け
」

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

多
数
出
品
し
て
い
る
。

【
選
考
委
員
講
評
】

　

藤
飯
さ
ん
は
、
一
点
一
点
の

作
品
の
自
律
、
完
成
度
、
表
現

力
の
豊
か
さ
に
向
け
て
邁
進
す

る
作
者
の
進
展
ぶ
り
が
著
し

く
、
和
紙
を
使
っ
た
マ
チ
エ
ー

ル
作
り
が
、
今
ま
で
の
画
面
構

成
に
一
段
と
奥
行
を
与
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。ま
た
、

空
間
把
握
に
も
才
能
を
発
揮
し

て
い
る
優
れ
た
美
術
家
で
あ
る
。

て
、
真
実
を
読
み
取
ろ
う
と
試

み
て
い
る
。
２
０
０
６
年
に
画
面

全
体
に
絵
具
を
流
し
込
む
画
面

づ
く
り
を
始
め
、
徐
々
に
進
化

さ
せ
て
き
た
。
近
年
は
和
紙
を

使
っ
た
マ
チ
エ
ー
ル
作
り
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
流
木
に
和
紙

を
貼
る
立
体
も
制
作
し
て
い

る
。
兵
庫
県
内
を
は
じ
め
関
西

を
中
心
に
個
展
、
グ
ル
ー
プ
展
に

　

日
本
の
伝
統
文
化
を
気
軽
に

体
験
し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く

「
伝
統
文
化
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
多
数
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
是

非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】３
月
７
日
㈯
、
８
日
㈰

　

各
日
12
時
～
16
時

【
場
所
】兵
庫
県
公
館（
迎
賓
館
）

【
入
場
料
】
無
料
（
体
験
講
座

に
よ
り
、
事
前
予
約
、
材
料
費

が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
「
伝

統
文
化
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
係
☎
０
７
８
・
３
２
１
・

２
０
０
２

　
﹁
坂
井
時
忠
音
楽
賞
﹂
と
﹁
亀
高
文
子
記
念
ー
赤
艸
社
賞
﹂
の
合
同
贈
呈
式
が
₂
月
20

日
㈭
、
兵
庫
県
民
会
館
₁
階
特
別
展
示
室
に
て
行
わ
れ
、
坂
井
時
忠
音
楽
賞
受
賞
者
の
冨

田
一
樹
さ
ん
、
赤
艸
社
賞
受
賞
者
の
藤
飯
千
尋
さ
ん
に
は
当
協
会
山
本
亮
三
理
事
長
か
ら

賞
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
の
兵
庫
県
生
活
文
化
大
学

全
10
講
座　

受
講
生
募
集

　

令
和
２
年
度
の
兵
庫
県
生
活

文
化
大
学
全
10
講
座
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
『
ふ
る
さ
と
の
歴

史
講
座
（
神
戸
校
）』
は
、
兵

庫
県
立
歴
史
博
物
館
内
に
開
設

さ
れ
た
「
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究

室
」（
藪や
ぶ
た田
貫ゆ
た
か館
長
が
室
長
を

兼
務
）
が
監
修
。
同
研
究
室
は

県
内
の
歴
史
系
博
物
館
、
資
料

館
、
自
治
体
、
大
学
、
民
間
団

体
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
ひ

ょ
う
ご
の
地
域
史
の
共
同
研
究

に
あ
た
っ
て
い
る
機
関
で
、
本

講
座
で
は
毎
回
研
究
員
が
講
師

と
な
っ
て
神
戸
・
阪
神
間
の
古

代
史
を
解
説
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
も
魅
力
い
っ
ぱ

い
の
兵
庫
県
生
活
文
化
大
学
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

＊
本
紙
２
面
、
３
面
に
４
月
に

ス
タ
ー
ト
す
る
７
講
座
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

兵庫県立歴史博物館
藪田 貫 館長

　

人
生
百
年
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
百
年
生
き
る

か
ど
う
か
は
と
も

か
く
と
し
て
、
で

き
れ
ば
長
く
健
康

で
い
た
い
も
の
で
す
。

　

一
時
、
腰
痛
や
急
に
手
が

し
び
れ
た
り
、
目
が
充
血
し

た
り
で
続
け
て
病
院
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
「
老
化
に
伴
う
現
象

で
特
段
の
病
名
・
治
療
法
・

薬
は
な
く
、
適
度
な
運
動
と

生
活
習
慣
が
大
事
」
と
の
診

断
。
と
い
う
わ
け
で
、
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
と
万
歩
計
を
購

入
し
て
一
日
一
万
歩
を
目
標

に
極
め
て
お
手
軽
な
運
動
を

継
続
中
で
す
。
食
生
活
の
方

は
諸
説
あ
る
よ
う
な
の
で
、

「
赤
ワ
イ
ン
に
含
ま
れ
て
い

る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
心
臓

病
に
い
い
。
認
知
症
の
予
防

に
も
効
く
」
と
都
合
の
い
い

説
だ
け
を
採
用
、
勝
手
な
食

生
活
健
康
管
理
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
横
尾
美
術
館
で
は

「
横
尾
忠
則
救
急
病
院
展
」

を
開
催
中
で
す
。
治
療
行
為

は
行
い
ま
せ
ん
が
、
芸
術
鑑

賞
で
心
の
健
康
を
養
う
こ
と

が
病
気
の
予
防
に
繋
が
る
の

で
は
と
。
心
身
に
不
安
が
あ

る
方
も
な
い
方
も
是
非
、
展

覧
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、「
美
術
館
や
劇

場
に
通
う
習
慣
の
あ
る
人
は

早
死
リ
ス
ク
が
低
減
す
る
」

と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
研

究
チ
ー
ム
の
調
査
報
告
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
、
兵
庫
県
立
美

術
館
安
藤
忠
雄
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
設
置
さ
れ
た
青
リ
ン
ゴ
の

オ
ブ
ジ
ェ
。
触
れ
る
た
び
に

若
が
え
り
す
る
そ
う
で
す
。

こ
ち
ら
開
催
中
の
「
ゴ
ッ
ホ

展
」も
是
非
ど
う
ぞ
。（
Ｋ
Ｔ
）

オ
ル
ガ
ン
奏
者 

冨と
み
た田 

一か
ず
き樹

さ
ん

美
術
作
家 

藤ふ
じ
い飯 

千ち
ひ
ろ尋

さ
ん

2020年度

★ 友の会会員 募集 ★
手続きはお済みですか？

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
賞

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

坂
井
時
忠
音
楽
賞

亀
高
文
子
記
念
︱
赤せ
き
そ
う
し
ゃ

艸
社
賞

ワクワクするようなプログラムがいっぱい

伝統文化体験
フェスティバル

3月7日㈯・₈日㈰　12～16時
兵庫県公館で開催



●�各講座とも事前にお問い合わせのうえ、お申し込
みください。
●�ふるさとの歴史講座（姫路校）は３面に掲載して
います。
●�神戸校・明石校・姫路校とも、講座の開始時間は
14時～15時30分です。
　�西洋美術講座のみ10時～11時30分です。
●�都合により、日時・会場・講師・内容を変更する場
合があります。
●�すべての講座は、途中の回からでもお申込みでき
ます。
●�５月からスタートする「音楽鑑賞講座」「シャン
ソンに親しむ」「伝統芸能講座」の３講座は来月
号でご紹介します。

毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・3月号 令和 2 年 3 月 1 日　⑵

明 石 校

◆講　師　小
お ぐ り す

栗栖 健治（神戸女子大学古典芸能研究センター客員研究員）
◆受講料（年間）会員12,000円　一般16,000円

日本美術講座
日本の漢画の展開

～室町水墨画から狩野派へ～
共催／兵庫県立美術館「芸術の館 友の会」
◆講　師　木村 重

し げ か ず

圭（前甲南女子大学教授）
◆受講料（年間）　会員13,000円 一般17,000円

実施日 講 座 内 容

① 4 /27㈪ 初期水墨画の時代
鎌倉時代から室町時代へ

② 5 /25㈪ 水墨画の展開
明兆から如拙へ

③ 6 /22㈪ 周文と詩画軸の世界
絵と詩と

④ 7 /27㈪ 雪舟の登場とその活躍

⑤ 9 /14㈪ 雪舟筆（国宝）
「山水図(破墨山水図)」の賛を読む

⑥ 10/19㈪ 雪舟の後継者たち

⑦ 11/16㈪ 狩野派の登場
狩野正信・元信の周辺

⑧ 12/21㈪ 狩野永徳と桃山時代

⑨ 1 /25㈪ 狩野永徳から狩野探幽へ

⑩ 2 /22㈪ 狩野探幽と江戸狩野

ふるさとの歴史講座
～現代生活の源流Ⅲ～

共催／明石市

実施日 講 座 内 容

① 4 /14㈫ 播磨の歴史書『峯相記』

② 5 /12㈫ 播磨に残る忠犬伝説

③ 6 / 9 ㈫ 赤松氏滅亡の物語

④ 7 /14㈫ 広峯信仰の広がり

⑤ 9 / 8 ㈫ 僧が見た中世の播磨

実施日 講 座 内 容

⑥ 10/13㈫ 赤松氏再興の物語

⑦ 11/10㈫ 西国巡礼のはじまり

⑧ 12/ 1 ㈫ 年神を迎えるということ

⑨ 1 /19㈫ 社寺参詣曼荼羅の世界

⑩ 2 / 9 ㈫ 江戸時代の旅を探る

～神戸・阪神間の古代史～

実施日 講 座 内 容 講師

① 4 / 6 ㈪ 律令時代の西摂・東播と
人々のくらし

ひょうご歴史研究室
研究コーディネーター

坂江　渉

② 5 /11㈪ 天皇と有馬温泉
ひょうご歴史研究室客員研究員

（神戸大学大学院教授）
古市　晃

③ 6 / 8 ㈪ 古墳時代の瀬戸内交通
―兵庫県内の港・津―

ひょうご歴史研究室研究協力員
 (兵庫県立考古博物館名誉学芸員)

大平　茂

④ 7 / 6 ㈪ 『日本書紀』にみる
聖なる狩猟地―都賀野―

ひょうご歴史研究室客員研究員
 (立命館大学非常勤講師)

髙橋　明裕

⑤ 9 / 7 ㈪ 武庫の山と六甲山
ひょうご歴史研究室

研究コーディネーター
坂江　渉

⑥ 10/ 5 ㈪ 猪名川流域の古代王宮
ひょうご歴史研究室客員研究員

（神戸大学大学院教授）
古市　晃⑦ 11/ 9 ㈪

摂河泉の覇者
―古代豪族・凡

おうしこうちし
河内氏―

⑧ 12/ 7 ㈪ 「神功皇后」の伝承地・
生田社と長田社

ひょうご歴史研究室客員研究員
 (立命館大学非常勤講師)

髙橋　明裕

⑨ 1 /18㈪ 倭王権の外交儀礼
―敏

みぬめのさき
売崎―

ひょうご歴史研究室
研究コーディネーター

坂江　渉

⑩ 2 / 8 ㈪ 江戸の「古代史」
―ルーツに憧れた近世人―

兵庫県立歴史博物館館長
兼ひょうご歴史研究室室長

藪田　貫

ふるさとの歴史講座

共催及び監修／兵庫県立歴史博物館 ひょうご歴史研究室
◆受講料（年間）会員13,000円 一般17,000円

令和 2年度　兵庫県生活文化大学
受講生を募集します！ ３月31日㈫締切

神 戸 校 兵庫県民会館（神戸市中央区下山手通 4 -16- 3 ）

▲

ＪＲ・阪神「元町駅」から北へ徒歩 ７ 分、地下鉄「県庁前駅」下車 東1、2出入口すぐ

◆ 申し込み・問い合わせ ◆
兵庫県芸術文化協会「生活文化大学」係

☎O７８・３２１・２００２
FAX０７８・３２１・２１３９
sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

※�募集する講座は、学校教育法に基づ
く大学等ではありません。

文化財講座

実施日 講 座 内 容 講　　師

① 4 /22㈬ 実のある人に出逢いたい！
～美術の世界を彷徨う中で～

白鶴美術館
顧問 山中　理

② 5 /20㈬ 実は煙のようなものですが
～蒔絵の香道具～

関西学院大学
非常勤講師
近藤　利江子

③ 6 /17㈬ 実のある人間になりたい！
～美術作品を糧にして～

白鶴美術館
顧問 山中　理

④ 7 /22㈬ 源氏物語絵巻について
～絵巻にみる人と自然～

大阪芸術大学
名誉教授
田中　敏雄

⑤ 9 /16㈬ 素朴の美
～蓮月焼を楽しむ～

鉄斎美術館
主任学芸員
柏木　知子

⑥ 10/21㈬ 観る「実」
～描かれた自然に心遊ぶ～

公益財団法人
阪急文化財団理事
仙海　義之

⑦ 11/18㈬
鶴堂

～東洋古美術に魅せられた
近代のコレクター～

白鶴美術館
主任学芸員
海原　靖子

⑧ 12/ 9 ㈬ やきものの話
～日本・韓国・中国のやきもの～

兵庫陶芸美術館
副館長
弓場　紀知

⑨ 1 /20㈬ 上代裂帖
～小裂に古の姿をみる～

大阪芸術大学
非常勤講師
齋藤　朋子

⑩ 2 /17㈬ 触る「実」
～器を手に取って楽しむ～

公益財団法人
阪急文化財団理事
仙海　義之

◆監　修　山中 理
おさむ

（白鶴美術館顧問）
◆受講料（年間）会員13,000円　一般17,000円

西洋美術講座
西洋美術史Ⅵ

～主題プログラムでたどる西洋美術史～

　 実施日 講 座 内 容

① ４ /22㈬ パルテノン神殿（アテネ）
パンアテナイア祭の行列

② ５ /20㈬ サン・ヴィターレ聖堂（ラヴェンナ）
アプスのモザイク壁画

③ ６ / 3 ㈬ ケルト写本：『ダロウの書』

④ ７ /22㈬ ロマネスク写本
『ベアトゥス黙示録（ジローナ本）』

⑤ 8 /19㈬ ゴシック写本
『ベリー公のいとも豪華なる時禱書』

⑥ 9 /16㈬ シエナ市庁舎：善政悪政の図

⑦ 10/21㈬ ローマ教皇庁：署名の間

⑧ 11/18㈬ ベルサイユ宮殿：鏡の間の天井画

⑨ 12/ 9 ㈬ パンテオン（パリ）：シャバンヌの壁画

⑩ ２ /17㈬ 国立マルク・シャガール
聖書の言葉美術館（ニース）

共催／兵庫県立美術館「芸術の館 友の会」
◆講　師　蜷川 順子（関西大学文学部総合人文学科教授）
◆受講料（年間）会員13,000円 一般17,000円

※�兵庫県芸術文化協会 友の会会員の方
には受講料の割引がございます。この
機会にぜひ友の会にご入会ください。

　 実施日 講 座 内 容 講　　師

① 4 /10㈮ 弥生時代と兵庫県の遺跡 兵庫県立考古博物館
館長　　和田　晴吾

② 5 /15㈮ 朱と神仙の世界　二ツ石戎ノ前遺跡（洲本市） 兵庫県立考古博物館
学芸員　上田　健太郎

③ 6 /12㈮ 弥生ムラの全容　玉津田中遺跡（神戸市西区）
兵庫県まちづくり技術センター 
埋蔵文化財調査部 調査第２課長
　　　　篠宮　　正

④ 7 /10㈮ 弥生墳墓から古墳へ
有年原・田中遺跡と有年牟礼・山田遺跡（赤穂市）

赤穂市教育委員会 生涯学習課
文化財係長　荒木　幸治

⑤ 9 /11㈮ 日本海と瀬戸内海をつなぐムラ
七日市遺跡（丹波市）

兵庫県まちづくり技術センター 
埋蔵文化財調査部 整理保存課長
　　　　多賀　茂治

⑥ 10/ 9 ㈮ 鉄器づくりのムラ
舟木遺跡と五斗長垣内遺跡（淡路市）

淡路市教育委員会
部長　　伊藤　宏幸

⑦ 11/13㈮ 兵庫県立考古博物館　特別展鑑賞講座
「兵庫ゆかりの武将たち－明智光秀とその時代－」

兵庫県立考古博物館
学芸員　松井　良祐

⑧ 12/ 4 ㈮ 北近畿の弥生集落
（朝来市大盛山遺跡と環濠集落を中心に）

朝来市教育委員会文化財課
指導員　田畑　　基

⑨ 1 /15㈮ 山の上の弥生ムラ　会下山遺跡（芦屋市）
芦屋市教育委員会
社会教育部生涯学習課 係長
　　　　竹村　忠洋

⑩ 2 / 5 ㈮ 環濠に囲まれた有力者の空間
加茂遺跡（川西市）

川西市文化財資料館 臨時職員
　　　　岡野　慶隆

考古学講座
～兵庫の重要遺跡【弥生時代編】～

共催及び監修／兵庫県立考古博物館
◆受講料（年間）会員13,000円　一般17,000円

明石市生涯学習センター（明石市東仲ノ町6-1）

▲ �

ＪＲ・山陽電車「明石駅」下車、南口を出て東へ 3 分、アスピア明石北館

あなたにとっての美術
～ホンモノと向き合う歓び～

音楽鑑賞講座

ふるさとの歴史講座（姫路校）
現地研修
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物 情 報催 イベントガイド
但馬

丹波
阪神北

阪神南

中播磨

淡路

西播磨

東播磨
北播磨
神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（₂枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊先着または、応募締切後に抽選。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

〒₆₅₀ー₀₀₁₁ 神戸市中央区下山手通₄－₁₆－3
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX　078︲321︲2139

プレゼントのご応募について

☆記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
　割引は原則として本人のみ適用。

㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005

横尾忠則現代美術館
☎078・855・5607

■第₅回嚶嚶展〈本館2階〉㊐3月20日（金
・祝) ～22日㈰○時10時～17時、最終日
は～16時○料無料○内書約1500点
■第₄₈回書ノ友社展〈本館2階〉㊐3月
25日㈬～29日㈰○時10時～17時、最終日
は～15時30分○料書約300点
■二元会兵庫支部春季展〈本館1階〉
㊐3月25日㈬～29日㈰○時10時～17時、
最終日は～16時○料無料○内洋画、日本画
約70点
■カインドスケッチ教室展〈東館1・2
階〉㊐3月25日㈬～29日㈰○時10時～17
時、最終日は～16時○料無料○内洋画約
100点

■兵庫県立横尾救急病院展
㊐5月10日㈰まで○時10時～18時、金・
土曜日は20時まで。入場は閉館の30分
前まで㊡月曜日、ただし祝休日の場合
は翌平日○料一般700円、大学生550円、
70歳以上350円、高校生以下無料☆友
の会会員は550円○内大小様々な病歴を
持つ横尾の「病気」にまつわる作品や、
病床での日記、入院中のスケッチなど
を紹介します。

神　　　　　戸
■ＡＲT ＭＡＲＢＬＥ＆ＰＡＰＥＲＷＥＩＧＨT ₂₀₂₀
㊐4月7日㈫まで○時10時～19時、入館は
18時45分まで㊡会期中無休○料大人400
円、中小生200円☆友の会会員は300円
○内アートとしての美しさが観る者を魅了
し、蒐集品としての評価も日増しに高
まるアートマーブル＆ペーパーウェイ
ト。国内外アーティストそれぞれの美
意識が体現された神秘的かつ独創的な
ガラス作品を展示します。○場問ＫＯＢＥと
んぼ玉ミュージアム☎078・393・8500

阪　神　南 ・ 北
　　第八回 藤の妃会日本舞踊公演
　　㊐3月28日㈯○時11時○料3000円（全
席自由）○内幼児から名取まで華やかな
舞台をご鑑賞いただけます。藤間晃妃
・花柳知香之祥「落人」、特別出演／
藤間莉佳子師「山帰り」、藤間京晃師「助
六」ほか。主催／藤間晃妃○場兵庫県立
芸術文化センター阪急中ホール問日本
舞踊教室 藤の妃会☎078・413・8524
★5組10人に。10日㈫必着

東 ・ 北　播　磨
■特別展「マンホール（地上の星）展」
㊐4月5日㈰まで○時9時30分～17時、入
館は閉館の30分前まで㊡月曜日、第2
火曜日○料大人700円、65歳以上350円、
高校生以下無料○内明石市立天文科学館
と、日本標準時子午線を表す南北線が
引かれた明石市のマンホールのほか、
全国の星や宇宙がデザインされたマン
ホールを展示します。○場明石市立天文
科学館3階特別展示室問明石市立天文
科学館☎078・919・5000

中 ・ 西　播　磨
　　 特別展「ひいな―龍野と京都の雛

人形―」

■神戸大学写真部展₈₅周年記念展／第
₄₉回部展〈2階〉㊐3月5日㈭～10日㈫
○時10時～17時、初日は15時～、最終日
は～15時○料無料○内写真約60点
■柏樹会美術同好会 絵画展覧会〈2階〉
㊐3月5日㈭～8日㈰○時10時～17時、初
日は13時～、最終日は～16時○料無料○内
絵画約15点
■₂₀₂₀兵庫県民会館 文化教室総合展
〈2階〉㊐3月13日㈮～15日㈰○時10時～
17時、最終日は～16時○料無料○内洋画、
日本画、水彩画、水墨画、書、篆刻、
ちぎり絵約120点
■朱鳳の会 書道展〈1階〉㊐3月19日
㈭～22日㈰○時10時～18時、初日は13時
～、最終日は～16時○料無料○内書約50点
■神戸国際おりがみ会作品展〈2階〉
㊐3月20日(金・祝) ～22日 ㈰○時10時 ～
17時、初日は13時～、最終日は～16時
○料無料○内おりがみ約150点
■第₄₄回 全日本こども美術大賞展〈2
階〉㊐3月28日㈯～29日㈰○時10時～17
時○料無料○内児童画約1200点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉神戸山手女子高等学校音
楽科 センプリーチェ・コンサート
㊐3月14日㈯14時○料無料＊いけばな／
小原流（兵庫県いけばな協会）
■兵庫県日本画家連盟選抜展
〈1階サロン内〉㊐3月31日㈫まで○時10
時～17時、最終日は～16時㊡水・日曜
日○料無料○内日本画家8人の作品展

■一陽会関西支部彫刻展〈東館1階〉
㊐3月3日㈫～8日㈰○時10時～18時、初
日は13時～、最終日は～16時○料無料○内
彫塑、立体造形、レリーフ約30点
■第3₉回遥洋会洋画展〈東館2階〉㊐3
月3日㈫～8日㈰○時10時～17時、初日は
12時～、最終日は～16時○料無料○内洋画
約70点
■兵庫県美術家同盟会員小品展〈本館
1階〉㊐3月4日㈬～8日㈰○時10時～18時、
最終日は～16時○料無料○内洋画、彫塑約
120点
■第₄₅回こうべ市民美術展〈本館2階〉
㊐3月8日㈰～14日㈯○時10時～17時45
分、最終日は～13時30分○料無料○内書、
洋画、日本画、水墨画、写真、工芸、
デザイン、彫塑約300点
■₂₀₂₀第二回現在美術絶体展〈本館1
階〉㊐3月11日㈬～15日㈰○時10時～18
時、最終日は～15時○料無料○内書、洋画、
日本画、水墨画、写真、工芸、デザイ
ン、彫塑、総合パフォーマンス約60点
■第₄回風光彩展〈東館1・2階〉㊐3月
11日㈬～15日㈰○時10時～17時、最終日
は～15時○料無料○内洋画約100点
■第₉回美術の祭典関西展〈本館1階〉
㊐3月17日㈫～22日㈰○時10時～18時、
初日は13時～、最終日は～16時○料無料
○内洋画（水彩）、写真、工芸、彫塑、
その他（立体）約85点
■吉﨑幹雄展〈東館1階〉㊐3月17日㈫
～22日㈰○時10時～18時、初日は13時～、
最終日は～16時○料無料○内洋画（油彩）
約25点
■桑原歓基・個展〈東館2階〉㊐3月18
日㈬～22日㈰○時10時～18時、最終日は
～13時○料無料○内平面作品（和紙）約80
点

㊐4月12日㈰まで○時9時～17時、入館は
閉館の30分前まで㊡月曜日（3月16日
は開館）○料一般400円、65歳以上200円、
大～小学生100円○内3年に一度開催して
いる恒例の「ひいな展」。今回は、龍
野城下町の一部が重要伝統的建造物群
保存地区に選定されたことを記念し、
城下町に伝わった雛人形や日本の人形
・玩具文化を形成してきた「京都」で
飾られてきた雛人形を紹介します。第
2会場の醤油の郷 大正ロマン館では、
たつの市出身の小笠原流水引折方講師
中村瑠水子氏による「古今を結ぶ日本
の心を伝える水引展」を開催。○場問た
つの市立龍野歴史文化資料館☎0791・
63・0907★2組4人に。10日㈫必着

但　　　　　馬
■井上浩輝写真展～北の大地のマージ
ナルなふたり～
㊐3月14日㈯～5月6日（水・祝）○時10時
～17時、入館は閉館の30分前まで㊡水
曜日（4月29日、5月6日は開館）○料一
般500円、大高生300円、中小生200円
○内人との生活距離が近い「キタキツネ」
と、写真家「井上浩輝」が自然の中で
向き合うとき、意識しつつも互いのテ
リトリーには干渉せず、まさに自然界
と人間界のマージナル（境界）を行き
来する。そんなふたりの営みによって
生み出されたワンシーンの数々を紹
介。○場問あさご芸術の森美術館☎079
・670・4111
■県民芸術劇場 ブラスカーニバルin
豊岡―ブラック・ボトム・ブラス・バ
ンドと仲間たち！―
㊐3月15日㈰○時14時○料 一般2000円、高
校生以下1000円(当日各500円増)、全
席自由出ブラック・ボトム・ブラス・バ
ンド、ゲスト／伊東たけし（T-SQUARE）
○場問豊岡市民会館☎0796・23・0255

丹　　　　　波
　　 特別展「The 備前―土と炎から

生まれる造形美―」

㊐3月7日㈯～5月24日㈰○時10時～18時、
ただし4月29日～5月5日は19時まで。
入館は閉館の30分前まで㊡月曜日、た
だし5月4日は開館し、5月7日㈭休館○料
一般1000円、70歳以上500円、大学生
800円、高校生以下無料○内釉薬を施さ
ず、土と炎と造形のみで魅せるシンプ

ルで原始的なやきものである備前焼。
本展では、桃山時代に茶人の間で栄え
た古備前の名品から、古備前の魅力を
再発見し、その復興に取り組んだ近代
備前作家の作品、さらに現代の備前を
牽引する人間国宝から新進気鋭作家ま
での作品を一堂に展観します。○場問兵
庫陶芸美術館☎079・597・3961★5組
10人に。10日㈫必着

淡　　　　　路
■特別展「嘉兵衛のふるさと　都志浦
の日本遺産構成文化財を中心として」
㊐6月7日㈰まで○時10時～17時、入館は
閉館の30分前まで㊡火曜日、ただし5
月5日は開館○料大人500円、大高生300
円、中小生200円☆友の会会員は400円
○内日本遺産「荒波を越えた男たちの夢
が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主
集落～」認定を祝して、郷里に残る嘉
兵衛の史跡を写真とパネルで紹介しま
す。○場問高田屋顕彰館・歴史文化資料
館（菜の花ホール）☎0799・33・0354

県　　外（京都）
　　日本・ポーランド国交樹立₁₀₀周年記念
　　ポーランドの映画ポスター
㊐3月17日㈫～5月10日㈰○時9時30分～
17時、金・土曜日は20時まで。入館は
閉館の30分前まで㊡月曜日、ただし5
月4日は開館○料一般430円、大学生130
円、65歳以上・高校生以下無料○内京都
国立近代美術館と国立映画アーカイブ
の共催により、1950年代後半から1990
年代前半までに制作された、国立映画
アーカイブ所蔵品を中心とする96点の
映画ポスターを紹介します。ポーラン
ド映画のポスターはもちろん、ヨーロ
ッパ各国の作品やアメリカ映画、さら
には日本映画のポスターなど、映画と
グラフィックの出会いから生まれる、
時に優雅で、また時には緊張を湛えた
ポスターアートの数々をご堪能くださ
い。○場問京都国立近代美術館（₄階コ
レクション・ギャラリー）☎075・761
・4111★5組10人に。10日㈫必着

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

前回の藤の妃会より「京人形」

矢部俊一（暁月）201₅年 個人蔵

姫 路 校 兵庫県立歴史博物館▲  

ＪＲ・山陽電車「姫路駅」から北へ徒歩20分、
神姫バス「姫山公園北・博物館前」下車すぐ

ふるさとの歴史講座
～播磨史探訪・その９～ ◆講　師　埴

は に お か

岡 真弓
　　　　（播磨学研究所運営委員兼研究員）
◆受講料（年間）会員12,000円　一般16,000円

共　催／兵庫県立歴史博物館
後　援／姫路市・姫路市教育委員会

実施日 講 座 内 容

① 4 /15㈬ 渡来系氏族・秦氏と播磨

② 5 /13㈬ 戦国の終わり・三木合戦

③ 6 /24㈬ 姫路藩の水軍・御船手組

④ 7 / 8 ㈬ 加古川における船座

⑤ 9 / 9 ㈬ 一ノ谷合戦の敗者たち

実施日 講 座 内 容

⑥ 10/14㈬ 【現地研修】
須磨寺周辺を歩く

⑦ 11/11㈬
【兵庫県立歴史博物館 特別展鑑賞講座】

 女たちのひょうご
講師：兵庫県立歴史博物館 学芸員　大黒 恵理

⑧ 12/ 2 ㈬ 忠臣蔵の収支決算

⑨ 1 /13㈬ 十日戎とエビス信仰

⑩ 2 /10㈬ 播磨の算額と和算家

︵姫路市本町6₈︶

『姿三四郎』ポスター：イェジ・フリサク
（1₉71年）国立映画アーカイブ所蔵



毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・3月号 令和 2 年 3 月 1 日　⑷

兵庫県芸術文化協
会友の会会員は、
主催公演を1割引
で鑑賞できます（本
人のみ、事前電話
予約・要会員証）
アクセス
■ＪＲ宝塚線塚口駅
から徒歩約5分
■阪急神戸線塚口
駅から徒歩約8分

　

仕
事
や
学
校
帰
り
に
、
本

物
の
劇
場
に
し
か
な
い
絶
好

の
環
境
で
学
び
を
極
め
よ

う
。
充
実
の
講
師
陣
で
未
経

験
者
で
も
イ
チ
か
ら
学
べ
ま

す
。

　
「
ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校
」

で
は
、
演
劇
に
興
味
の
あ
る

初
心
者
を
対
象
と
し
た
〈
本

科
〉、
本
科
修
了
レ
ベ
ル
の

経
験
者
を
対
象
に
し
た
〈
研

究
科
〉
を
設
置
。

　
「
ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術
学

校
」
で
は
、
舞
台
美
術
・
音

響
・
照
明
の
分
野
で
、
実
践

的
な
技
術
や
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー

ク
が
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
は
２

６
０
０
人
以
上
。
プ
ロ
、
あ

る
い
は
地
域
の
文
化
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
や
教
育
指
導
者
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
人
も
多

数
い
ま
す
。
公
立
劇
場
の
運

営
な
ら
で
は
の
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
授
業
料
も
魅
力
で
す
。

▼
ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校

【
応
募
資
格
】
原
則
と
し
て

18
～
35
歳
ま
で
の
健
康
な
方

【
募
集
人
数
】
本
科
40
名
、

研
究
科
20
名

【
授
業
期
間
】
４
月
か
ら
１

年
間

【
年
間
授
業
料
】
本
科
１
２

０
０
０
０
円
、
研
究
科
１
３

    

ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校
・
舞
台
技
術
学
校

令
和
２
年
度
生 

募
集

   

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
オ
フ
シ
ア
タ
ー 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
36

「
も
う
い
ち
ど
、
鴨
を
撃
ち
に
」

２
０
０
０
円
＊
３
期
分
納

【
授
業
】
原
則
毎
週
２
回
、

18
時
40
分
～
20
時
40
分

【
応
募
締
切
】
前
期
／
本
科

・
研
究
科
３
月
17
日
㈫
、 

後

期
／
本
科
・
研
究
科
４
月
８

日
㈬

▼
ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術
学
校

【
応
募
資
格
】
原
則
と
し
て

18
～
40
歳
ま
で
の
健
康
な
方

【
募
集
人
数
】
30
名

【
授
業
期
間
】
４
月
か
ら
１

年
間

【
年
間
授
業
料
】
１
０
０
０

０
０
円
＊
３
期
分
納

【
授
業
】
原
則
毎
週
２
回
、

18
時
40
分
～
20
時
40
分

【
応
募
締
切
】
前
期
／
３
月

17
日
㈫
、
後
期
／
４
月
８
日

㈬

　

あ
る
、
ち
っ
ぽ
け
な
男
の

喜
劇
。
仕
事
も
結
婚
生
活
も

順
調
の
ズ
ィ
ー
ロ
フ
。
新
居

を
持
つ
こ
と
に
も
な
り
、
何

の
不
足
も
な
か
っ
た
彼
は
、

あ
る
時
、
そ
の
す
べ
て
に
意

味
を
見
失
っ
て
し
ま
う
―
―
。

チ
ェ
ー
ホ
フ
の
再
来
と
言
わ

れ
た
鬼
才
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

・
ヴ
ァ
ム
ピ
ー
ロ
フ
の
名
作
。

【
作
】
Ａ
.
ヴ
ァ
ム
ピ
ー
ロ

フ
「
鴨
猟
」（
宮
澤
俊
一
・

五
月
女
道
子
訳　

群
像
社
）

【
台
本
・
演
出
】
島
守
辰
明

（
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
）

【
出
演
】
堀
江
勇
気 

ほ
か

【
日
時
】
４
月
10
日
㈮
13
時

・
18
時
30
分
、
11
日
㈯
13
時

・
17
時
、
12
日
㈰
13
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー 

中
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
２
０
０
０

円
、（
当
日
５
０
０
円
増
）

全
席
自
由

宮川彬良＆アンサンブル・ベガ

Ⓒ T.Tairadate

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

3
月
発
売
予
定
公
演

22
日
㈰
よ
り
一
般
発
売
開
始

  

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
鑑
賞
劇
場

    

劇
団
う
り
ん
こ
公
演

    

「
遍
歴
の
騎
士　

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」

堀江　勇気

　

無
価
値
？ 

に
し
て
無
謀
！

　

自
分
は
遍
歴
の
騎
士
だ
と

思
い
込
ん
だ
男
の
愛
と
正
義

の
旅
。
そ
れ
は
狂
気
か
妄
想

か
？ 

家
族
は
男
を
正
気
に

戻
せ
る
の
か
…
。
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
山
崎
清
介
の
演

出
と
、
俳
優
陣
の
優
れ
た
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
！ 

こ
の
魅
力

あ
る
タ
ッ
グ
で
上
演
し
ま
す
。

【
原
作
】
セ
ル
バ
ン
テ
ス

【
訳
】牛
島
信
明（
岩
波
文
庫
）

【
脚
本
・
演
出
】
山
崎
清
介

【
日
時
】
４
月
25
日
㈯
15
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー 

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
大
人
・
子
ど
も

一
律
２
５
０
０
円
（
当
日
３

０
０
円
増
）
全
席
自
由
、
小

学
生
以
上
有
料

    

宮
川
彬
良
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ガ

           

こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
♪

　

さ
あ
今
年
も
や
っ
て
来
ま

し
た
！
と
び
き
り
楽
し
い
子

ど
も
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー

ト
。
ア
キ
ラ
さ
ん
と
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
・
ベ
ガ
に
よ
る
一
流

の
演
奏
と
愉
快
な
ト
ー
ク

で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一
時

間
。
開
演
前
に
は
楽
器
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
。
音
楽
に
触
れ

る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

【
曲
目
】
す
み
れ
の
花
咲
く

部
屋
、
赤
と
ん
ぼ 

ほ
か

【
出
演
】
宮
川
彬
良
（
ピ
ア

ノ
と
お
話
し
）
＆
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
ベ
ガ

【
日
時
】５
月
５
日
（
火
・
祝
）

14
時
30
分

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
お
と
な
（
中
学

生
以
上
）
２
５
０
０
円
、
こ

ど
も
（
３
歳
～
小
学
生
）
１

０
０
０
円　

＊
３
歳
か
ら
入

場
可
。
膝
上
で
の
鑑
賞
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。（
全
席
指

定
）

       
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

       so
u

n
d

 th
ea

ter

Ⅹ
‐
Ⅰ

       so
u

n
d

 th
ea

ter

Ⅹ
‐
Ⅱ

　

毎
年
一
度
、
出
演
者
と
公

演
内
容
に
ご
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画

の
第
10
弾
は
２
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
！

■sound theater 

Ⅹ
‐
Ⅰ

　

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
の

「sound theater 

Ⅵ
」、「
は

じ
め
て
の
日
本
舞
踊 

第
四

弾
」、「sound theater

Ⅸ
」

で
、
客
席
の
眼
と
耳
を
奪
っ

て
き
た
、
絶
好
調
の
イ
ン
ス

ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
。

　

今
回
も
今
ま
で
に
無
い
企

画
を
練
り
上
げ
ま
す
！ 

　

ご
期
待
く
だ
さ
い
！

【
出
演
】
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｅ

ＴＳＵＫＥＭＥＮ

Ｎ 

ほ
か

【
日
時
】
６
月
６
日
㈯
15
時
、

７
日
㈰
14
時

■sound theater 

Ⅹ
‐
Ⅱ

　

人
気
公
演「sound theater
」

に
何
度
も
登
場
し
て
き
た
、

本
公
演
に
か
け
が
え
の
無
い

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
、「sound 

theater 

Ⅴ
」
の
メ
ン
バ
ー

が
揃
っ
て
還
っ
て
き
ま
す
‼ 

圧
倒
的
魅
力
を
放
つ
1
台
四

手
連
弾
の
兄
弟
ピ
ア
ノ
デ
ュ

オ
、
レ
・
フ
レ
ー
ル
、
唯
一

無
二
の
演
奏
技
術
と
存
在
感

で
魅
せ
る
ル
ー
デ
ィ
メ
ン
タ

ル
ス
ネ
ア
ド
ラ
マ
ー
石
川
直
、

日
本
を
代
表
す
る
タ
ッ
プ
ダ

ン
サ
ー
の
一
人
で
あ
る
Ｒ
Ｏ

Ｎ
×
Ⅱ
、
本
公
演
の
第
１
弾

～
第
５
弾
に
連
続
出
演
の
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
・
稲
本
渡
。

【
出
演
】
レ
・
フ
レ
ー
ル
、

石
川 

直
、
Ｒ
Ｏ
Ｎ
×
Ⅱ
、

稲
本 

渡 

ほ
か

【
日
時
】
６
月
13
日
㈯
15
時
、

14
日
㈰
14
時◇

◆
◇

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】５
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

レ・フレール

石川 直

ワ
ン
コ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

Ⓒ suntory hall

■
葵
ト
リ
オ 

～
重
な
る
音

色
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏
の
世
界

　

６
月
は
、
２
０
１
８
年
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
国
際
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
第
１
位
の
葵
ト
リ
オ
が

登
場
。
小
川
響
子
（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）
は
ス
ー
パ
ー
キ
ッ

ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
出
身
、

伊
東
裕
（
チ
ェ
ロ
）
と
秋
元

孝
介
（
ピ
ア
ノ
）
は
、
と
も

に
ワ
ン
コ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー

ト
の
出
演
経
験
あ
り
と
い

う
、
芸
文
セ
ン
タ
ー
に
馴
染

み
深
い
３
名
に
よ
る
ト
リ
オ

演
奏
で
す
。

【
曲
目
】
ハ
イ
ド
ン
／
ピ
ア

ノ
三
重
奏
曲 

第
27
番 

第
１

楽
章
、
ラ
ヴ
ェ
ル
／
ピ
ア
ノ

三
重
奏
曲 

イ
短
調 

第
２
楽

章　

ほ
か

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

小
川
響
子
、
チ
ェ
ロ
／
伊
東 

裕
、
ピ
ア
ノ
／
秋
元
孝
介

【
日
時
】
６
月
16
日
㈫
11
時

30
分
・
15
時

儀間　太久実

■
儀
間
太
久
実 

～
口
笛
・

大
革
命
！

　

８
月
は
“
口
笛
”
の
ワ
ン

コ
イ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
。
国

際
口
笛
大
会
で
優
勝
し
た
磨

き
抜
か
れ
た
口
笛
を
、
儀
間

太
久
実
が
披
露
し
ま
す
。
口

笛
で
紡
が
れ
る
圧
倒
的
な
演

奏
で
、み
な
さ
ま
の 

“
口
笛
”

へ
の
概
念
が
覆
る
こ
と
間
違

い
な
し
！ 

２
０
０
０
席
の

大
ホ
ー
ル
で
味
わ
う
口
笛
の

世
界
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

【
曲
目
】
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
／

ト
ル
コ
行
進
曲
、
プ
ラ
イ
ヤ

ー
／
口
笛
吹
き
と
犬
、
モ
ン

テ
ィ
／
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ

ュ
、
ア
ル
フ
ォ
ー
ド
／
ク
ワ

イ
河
マ
ー
チ
、
ア
メ
ー
ジ
ン

グ
・
グ
レ
ー
ス
（
イ
ギ
リ
ス

民
謡
）、
ロ
ブ
レ
ス
／
コ
ン

ド
ル
は
飛
ん
で
行
く 

ほ
か

【
出
演
】
口
笛
／
儀
間
太
久

実
、
ピ
ア
ノ
／
ア
ル
ベ
ル
ト

田
中

【
日
時
】
８
月
７
日
㈮
11
時

30
分

◇
◆
◇

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

未
練
の
幽
霊
と
怪
物

　

新
国
立
競
技
場
の
設
計
者

と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
の
、

デ
ザ
イ
ン
案
が
白
紙
撤
回
さ

れ
た
天
才
建
築
家
「
ザ
ハ
・

ハ
デ
ィ
ド
」
を
取
り
上
げ
る

『
挫
波
（
ザ
ハ
）』。
高
速
増

殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
を
と
り

ま
く『
敦
賀（
も
ん
じ
ゅ
）』。

　

国
際
的
に
活
躍
す
る
チ
ェ

ル
フ
ィ
ッ
チ
ュ
主
宰
、
岡
田

利
規
が
「
能
」
の
構
造
を
用

い
て
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と

の
な
い
革
新
的
な
舞
台
を
描

き
だ
す
。

【
作
・
演
出
】
岡
田
利
規

【
音
楽
監
督
・
演
奏
】
内
橋

和
久

【
出
演
】
森
山
未
來
、
片
桐

は
い
り
、
栗
原 

類
、
石
橋

静
河
、
太
田
信
吾
、
七
尾
旅

人
（
謡
手
）

【
日
時
】
７
月
４
日
㈯
12
時

・
17
時
、
５
日
㈰
13
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】６
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

森山未來 片桐はいり 栗原 類

4
月
4
日
㈯
よ
り
一
般
発
売
開
始
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拠
点
劇
場
が
開
業 

９
月
に
演
劇
祭

第₂₆₈回

令
和
元
年
度
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者

劇
作
家 

平ひ
ら
た田

　
オ
リ
ザ
さ
ん

素
顔
拝
見

　

日
本
を
代
表
す
る
劇
作
家

・
演
出
家
で
、
演
劇
を
生
か

し
た
教
育
活
動
で
も
知
ら
れ

る
。
劇
団
「
青
年
団
」
主
宰

と
し
て
、
現
代
口
語
演
劇
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
国
内
外

で
展
開
。
兵
庫
県
内
で
は
、

す
で
に
豊
岡
市
の
文
化
政
策

参
与
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
芸
術
監
督
を
務
め

て
多
彩
に
活
動
、
豊
岡
市
で

来
春
に
開
学
が
計
画
さ
れ
て

い
る
兵
庫
県
立
の
国
際
観
光

芸
術
専
門
職
大
学（
仮
称
）
の

学
長
候
補
に
内
定
し
て
い
る
。

　

昨
年
９
月
に
出
身
地
の
東

京
か
ら
同
市
に
移
住
。
活
動

拠
点
と
な
る
「
江え
ば
ら原
河
畔
劇

び
回
り
、
家
に
帰
る
の
は
週

に
１
度
ほ
ど
で
す
が
、
子
育

て
に
は
最
高
の
環
境
で
暮
ら

し
や
す
い
。
今
年
は
雪
が
な

く
拍
子
抜
け
で
し
た
が
、
新

年
は
の
ん
び
り
過
ご
し
ま
し

た
」「
中
貝
市
長
に
演
劇
が

学
べ
る
国
公
立
大
学
が
で
き

る
な
ら
豊
岡
に
移
住
し
て
き

ま
す
と
言
っ
ち
ゃ
っ
た
し
、

学
長
に
な
れ
ば
住
ま
な
い
と

い
け
な
い
の
で
早
め
に
引
っ

越
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
内

　

祖
父
の
代
ま
で
赤
穂
で
薬

問
屋
を
営
ん
で
い
て
、
今
も

同
市
に
親
戚
が
い
る
な
ど
平

田
さ
ん
と
兵
庫
県
の
つ
な
が

り
は
深
い
。
親
の
願
い
も
あ

り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
作
家
に

な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と
い

う
。
大
学
入
学
翌
年
に
「
青

年
団
」
を
結
成
し
た
。
平
田

さ
ん
は
「
生な
り
わ
い業
は
劇
作
家
」

と
き
っ
ぱ
り
。
さ
ら
に
話
し

続
け
た
。「
百
年
後
に
も
地

球
の
裏
側
で
上
演
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
作
品
を
書
け
る

の
が
劇
作
家
の
魅
力
」「
現

代
演
劇
で
は
、
説
得
し
た
い

道
徳
や
伝
え
た
い
価
値
観
が

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
私
に

見
え
て
い
る
世
界
を
、
あ
り

の
ま
ま
に
書
き
た
い
、
表
現

し
た
い
の
で
す
。
作
品
は
３

年
前
ぐ
ら
い
か
ら
企
画
し
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
創
作
し

ま
す
。
ま
た
、
劇
場
は
、
議

論
の
場
に
な
る
こ
と
が
大

事
。
劇
場
に
足
を
運
び
、
作

品
に
触
れ
て
見
え
て
く
る
世

界
は
何
か
な
ど
考
え
、
話
し

合
っ
て
ほ
し
い
で
す
」。
平

田
さ
ん
は
、
昨
年
の
贈
呈
式

場
」
が
３
月
28
、
29
日
に
プ

レ
オ
ー
プ
ン
。
９
月
に
は
、

同
劇
場
な
ど
５
会
場
で
「
豊

岡
演
劇
祭
」が
開
催
予
定
で
、

地
域
活
性
化
に
向
け
市
民
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

兵
庫
県
北
に
あ
り
、
城
崎

温
泉
や
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷さ
と
」

で
知
ら
れ
る
豊
岡
市
。
平
田

さ
ん
の
新
居
は
特
急
が
止
ま

る
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
江
原
駅
ま

で
歩
い
て
４
分
、
高
速
イ
ン

タ
ー
ま
で
車
で
10
分
な
ど
交

通
至
便
の
同
市
日
高
町
に
あ

る
。
妻
と
保
育
園
児
の
長
男

・
と
ほ
ち
ゃ
ん
（
２
）
の
三

人
暮
ら
し
。「
国
内
外
を
飛

所
、
二
階
に
は
ス
タ
ジ
オ
な

ど
を
設
け
た
。稽け
い
こ古
は
原
則
、

常
に
公
開
し
、
地
域
の
方
々

に
見
て
い
た
だ
く
。
２
月
３

日
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
運
営
資
金
を
募

り
始
め
た
。
募
金
額
に
よ
っ

て
は
、
全
公
演
で
高
校
生
以

下
は
無
料
に
し
た
い
と
い

う
。
さ
ら
に
小
学
生
を
対
象

に
し
た
児
童
劇
団
、そ
の
後
、

高
齢
者
劇
団
を
創
設
す
る
計

画
も
あ
る
。

外
で
活
動
し
て
お
り
、

生
産
拠
点
は
東
京
で
な

く
て
も
よ
い
こ
と
も
移

住
し
た
理
由
の
一
つ
」

と
平
田
さ
ん
。

　

江
原
駅
か
ら
歩
い
て

２
分
に
あ
る
同
河
畔
劇

場
は
木
造
二
階
建
て
の

旧
豊
岡
市
商
工
会
館
を

改
装
し
た
。
一
階
に
百

席
以
上
の
客
席
を
持
つ

小
劇
場
と
劇
団
事
務

で
４
部
門
の
受
賞
者
を
代

表
し
、こ
う
述
べ
た
。「
も

っ
と
働
け
と
の
意
味
で
の

受
賞
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
一
層
精
進
し
、
多
く

の
作
品
を
豊
岡
か
ら
世
界

に
発
信
、
人
材
も
育
て
て

恩
返
し
を
し
た
い
。
ぜ
ひ

と
も
実
現
さ
せ
ま
す
（
大

拍
手
）」

旧豊岡市商工会館を改装し、３月末にプ
レオープンする予定の江原河畔劇場

代表作「東京ノート」で第3₉
回岸田國士戯曲賞受賞のほ
か多数受賞。現・こまばア
ゴラ劇場（東京）の芸術総
監督で、大阪大、東京藝術
大の特任教授。演劇手法
によるコミュニケーション
教育講師として毎年、豊岡
市や全国の小中高校など30
校ほどで講義、好評。₅7歳

ピッコロ演劇学校での特別講義
の実技で指導する平田さん

～新進芸術家に発表の場を提供～

新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズ

兵庫県民会館けんみんホールで開催

　

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発
表
の

場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
気

軽
に
良
質
な
音
楽
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
「
新
進
芸
術
家
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル

シ
リ
ー
ズ
」
を
毎
月
１
回
、
兵

庫
県
民
会
館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
方
法
に
つ

い
て
は
、
下
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

3　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
3₅

坂
本 

彩 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
３
月
13
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
坂
本
彩

坂
本 

彩
＝
兵
庫
県
出
身
。
東
京

藝
術
大
学
卒
業
。
明
治
安
田
ク

オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
文
化
財
団
、

文
化
庁
新
進
芸
術
家
派
遣
制
度
、

Gisela Erich A
ndreas

財
団

各
奨
学
生
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
研
鑽
を
積
み
、
ベ
ル
リ
ン
芸

術
大
学
及
び
同
大
学
院
の
ソ
リ

ス
ト
課
程
、
室
内
楽
課
程
を
修坂本 彩

田中 郷子

堀 裕貴

了
。
２
０
１
９
年
度
よ
り
東
京

藝
術
大
学
非
常
勤
講
師
と
し
て

後
進
の
指
導
に
当
た
る
。

【
予
定
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
／
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
17
番 

作
品
31
︲
２
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」

ほ
か

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
小
原
流

₄　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
36

田
中
郷
子 

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ

タ
ル 

～
わ
か
れ
う
た
４
０
４

年
～

【
日
時
】
４
月
24
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ソ
プ
ラ
ノ
／
田
中
郷

子
、
ピ
ア
ノ
／
内
藤
雪
子

田
中
郷
子
＝
大
阪
音
楽
大
学
卒

業
。
神
戸
大
学
大
学
院
修
了
。

平
成
22
年
度
ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
賞
受
賞
。
２
０

１
０
年
メ
ル
シ
ン
国
際
音
楽
祭

出
演
。
京
都
市
交
響
楽
団
を
は

じ
め
多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

ソ
リ
ス
ト
と
し
て
共
演
。
こ
れ

ま
で
に
９
个
国
で
公
演
を
行

う
。
現
在
、
県
立
西
宮
高
等
学

校
音
楽
科
講
師
。

【
予
定
曲
目
】
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
／
オ
ペ
ラ『
ア
リ
ア
ン
ナ
』

よ
り
「
ア
リ
ア
ン
ナ
の
嘆
き
」

ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
２
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
柳
ひ
と
み
（
専

正
池
坊
）

₅　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
37

堀 

裕
貴 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
２
５
０

周
年
記
念 

オ
ー
ル
・
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
日
時
】
５
月
28
日
㈭
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
堀
裕
貴

堀 

裕
貴
＝
兵
庫
県
立
西
宮
高

等
学
校
音
楽
科
を
卒
業
後
渡

欧
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
ザ
ル

ツ
ブ
ル
ク
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ

ム
音
楽
表
象
芸
術
大
学
ピ
ア
ノ

演
奏
科
卒
業
、
ド
イ
ツ
国
立
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
音
楽
演
劇
大
学
大
学

院
を
最
優
秀
で
修
了
。
第
12
回

イ
タ
リ
ア
・
パ
ド
ヴ
ァ
市
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
ピ
ア
ノ
部

門
に
入
賞
。神
戸
音
楽
家
協
会
、

西
宮
音
楽
協
会
各
会
員
、
全
日

本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
演
奏
会

員
、
日
本
演
奏
連
盟
正
会
員
。

【
予
定
曲
目
】
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ

タ
第
８
番
ハ
短
調 

作
品
13「
悲

愴
」、
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
23

番
ヘ
短
調 

作
品
57
「
熱
情
」

ほ
か

【
入
場
料
】
３
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
草
月
流

◇
◆
◇

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け
ん

み
ん
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
芸
術

文
化
協
会
「
新
進
芸
術
家
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
係
☎
０
７
８

・
３
２
１
・
２
０
０
２

＊
当
協
会
友
の
会
会
員
は
入
場

料
１
割
引
に
な
り
ま
す
。

応
募
方
法
は
本
紙
３
面

３
月
10
日
㈫
必
着

　ふれあいの祭典
県民文化普及事業

 3 月の

　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典
▼
ひ
ょ
う
ご
合
唱
の
祭
典

　

県
内
の
合
唱
グ
ル
ー
プ
が
一

堂
に
会
し
、
素
晴
ら
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。

【
日
時
】
３
月
15
日
㈰
13
時

【
場
所
】
加
東
市
や
し
ろ
国
際

学
習
塾 

Ｌ
．Ｏ
．Ｃ
．ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】（
公
財
）
加
東

文
化
振
興
財
団
☎
０
７
９
５
・

４
２
・
７
７
０
０

☆
抽
選
で
各
リ
サ
イ
タ
ル

の
チ
ケ
ッ
ト
を
₅
組
10
名

様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。



お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

酒
発
祥
の
地
で
ミ
ツ
マ
タ
の
花
香
る

　

宍
粟
市
一
宮
町
東
河
内
の

県
道
沿
い
で
３
月
に
ミ
ツ
マ

タ
の
群
生
が
み
ら
れ
ま
す
。

見
ご
ろ
は
３
月
半
ば
か
ら
４

月
上
旬
に
か
け
て
。
杉
林
の

な
か
に
、
黄
色
の
花
が
波
打

つ
よ
う
に
咲
い
て
い
ま
す
。

い
い
香
り
が
し
て
遠
来
の
お

客
を
い
や
し
ま
す
。
付
近
の

集
落
の
名
を
と
っ
て
「
本ほ
ん
だ
に谷

の
ミ
ツ
マ
タ
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
花
の
よ
う
に
見
え
る
の

は
“
が
く
”
だ
と
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

付
近
か
ら
南
へ
下
が
る

と
、庭
田
神
社
が
あ
り
ま
す
。

奈
良
時
代
、
地
名
の
由
来
や

土
地
の
産
物
な
ど
を
し
る
し

た
「
播
磨
国
風
土
記
」
に
、

大
国
主
命
（
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ

ノ
ミ
コ
ト
）
が
土
地
の
境
界

の
交
渉
を
終
え
て
各
地
の
神

々
と
宴
を
催
し
た
と
き
、
携

え
て
い
た
干ほ

し
飯い
い
を
「
ぬ
く

ゐ
の
泉
」
の
清
ら
か
な
湧
き

水
で
も
ど
し
た
と
こ
ろ
、
カ

ビ
（
麹
こ
う
じ）
が
生
え
酒
が
で
き

た
と
伝
え
て
い
ま
す
。「
ぬ

く
ゐ
の
泉
」
は
庭
田
神
社
に

あ
り
、
神
社
は
酒
の
発
祥
の

地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

泉
の
そ
ば
に
は
真
新
し
い

石
碑
が
建
て
ら
れ
、
宍
粟
市

が
２
０
１
３
年
、「
日
本
酒

第1₉4回

に
よ
る
発
酵
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
宍
粟
市
は
こ
の
こ
ろ
か

ら
、「
発
酵
の
ふ
る
さ
と
」

を
売
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

昼
食
は
、
宍
粟
市
山
崎
町

の
老
松
酒
造
に
あ
る
老
松
ダ

イ
ニ
ン
グ
で
食
し
ま
し
た
。

「
発
酵
の
ふ
る
さ
と
宍
粟
」
、
ミ
ツ
マ
タ
の
群
生
、
庭
田
神
社
と

「
ぬ
く
ゐ
の
泉
」
、
老
松
ダ
イ
ニ
ン
グ
、
工
房
ま
さ
き

毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・3月号 令和 2 年 3 月 1 日　⑹
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8
寺前駅

福崎駅

寺前駅

福崎駅

播
但
線

中国自動車道

山崎ＩＣ

●本谷のミツマタ

庭田神社

●本谷のミツマタ

●老松ダイニング

播州山崎藍染織
工房まさき

●老松ダイニング

庭田神社

播州山崎藍染織
工房まさき

●

●

▼
本
谷
の
ミ
ツ
マ
タ
＝
宍

粟
市
一
宮
町
東
河
内
。
中

国
自
動
車
道
山
崎
Ｉ
Ｃ
で

降
り
て
2₉
号
線
を
北
へ
。

東
市
場
交
差
点
を
北
東
へ

神
河
町
方
面
を
目
指
す
。

▼
庭
田
神
社
＝
宍
粟
市
一

宮
町
能
倉
︵
よ
く
ら
︶
₁

₂
₈
₆
。
駐
車
場
か
ら
歩

い
て
神
社
の
境
内
を
抜
け

る
と
、
﹁
ぬ
く
ゐ
の
泉
﹂

が
あ
る
。
☎
₀
₇
₉
₀
・

₇
₂
・
₀
₃
₁
₅
。

▼
老
松
ダ
イ
ニ
ン
グ
＝
宍

粟
市
山
崎
町
山
崎
12
。
10

時
～
17
時
。
木
曜
休
み
。

☎
₀
₇
₉
₀
・
₆
₂
・
₂

₃
₄
₅
。
予
約
し
た
方
が

よ
い
。

▼
播
州
山
崎
藍
染
織　

工

房
ま
さ
き
＝
宍
粟
市
山
崎

町
段
₁
₃
₂
。
藍
染
め
、

草
木
染
め
、
機
織
り
の
見

学
・
体
験
が
で
き
る
。
同

藍
染
織
は
₁
₉
₉
₇
年
兵

庫
県
伝
統
的
工
芸
品
に
指

定
さ
れ
た
。
₂
₀
₀
₀
年

度
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

の
ふ
る
さ
と
文
化
賞
を
受

け
た
。
正
木
国
枝
さ
ん
は

₂
₀
₁
₄
年
、
死
去
し

た
。
₉4
歳
だ
っ
た
。
竣
雄

さ
ん
は
﹁
母
は
₈0
歳
を
超

え
て
も
機
を
織
っ
て
い

た
﹂
と
い
う
。
不
定
休
。

☎
₀
₇
₉
₀
・
₆
₂
・
₁

₆
₆
₄
。

産
さ
れ
藍
染
め
織
り
が
織
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
竣
雄
さ
ん

の
母
の
正
木
国
枝
さ
ん
（
故

人
）
は
、
本
藍
に
魅
せ
ら
れ

「
山
崎
藍
染
織
」
を
復
活
さ

せ
ま
し
た
。

発酵つながりランチ
（2200円、税込み）

「
発
酵
と
健
康

の
ラ
ン
チ
」
を

か
か
げ
て
お

り
、
い
た
だ
い

た
食
事
は
そ
の

名
も
「
発
酵
つ

な
が
り
ラ
ン

チ
」
で
す
。

　

食
前
酒
は
、

運
転
す
る
の
で

ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
の
甘
酒
に
。

前
菜
は
、
塩
こ

う
じ
に
漬
け
込

発
祥
の
地
宍
粟
市
日
本
酒
文

化
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る

条
例
」
を
つ
く
っ
た
と
記
し

て
い
ま
す
。

　

条
例
が
議
会
で
成
立
し
た

の
は
12
月
、
施
行
は
翌
２
０

１
４
年
１
月
１
日
で
し
た
。

お
酒
の
醸
造
に
は
、
こ
う
じ

酵
素
玄
米
で
す
。
デ
ザ
ー
ト

は
玄
米
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
し
た
。

　
「
播
州
山
崎
藍あ
い
染ぞ
め
お
り織　

工

房
ま
さ
き
」を
訪
ね
ま
し
た
。

主
宰
す
る
正
木
竣
雄
さ
ん

（
73
）
は
「
発
酵
つ
な
が
り

で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

藍
染
め
は
、
製
作
の
工
程

で
染
め
の
材
料
と
な
る
藍あ
い
を

　

国
枝
さ
ん
は
授
産
施

設
で
働
い
て
い
た
こ

ろ
、
知
的
障
害
の
あ
る

子
た
ち
に
技
術
を
身
に

つ
け
さ
せ
た
い
と
染
色

や
手
織
り
の
指
導
を
始

め
ま
し
た
。
そ
し
て
藍

染
め
に
夢
中
に
な
り
ま

し
た
。
１
９
７
８
年
に

57
歳
で
授
産
施
設
を
退

職
、
徳
島
へ
行
っ
た
り

技
術
者
に
山
崎
へ
来
て

ん
だ
シ
カ
肉
の
ロ
ー
ス
ト
、

野
菜
の
こ
う
じ
和
え
な
ど

を
、こ
う
じ
で
つ
く
っ
た「
酒

蔵
も
ろ
み
」
に
つ
け
て
食
べ

ま
す
。
主
菜
は
、
宍
粟
牛
の

甘
酒
鍋
に
地
元
の
野
菜
、
ご

は
ん
は
、
玄
米
を
圧
力
鍋
で

た
い
て
３
日
間
発
酵
さ
せ
た

本谷のミツマタ

庭田神社

工房まさきではたを織る正木竣雄さん

発
酵
さ
せ
ま

す
。「
発
酵

の
ふ
る
さ

と
」
を
掲
げ

る
宍
粟
市
、

発
酵
を
生
か

し
た
料
理
と

並
ん
で
「
つ

な
が
り
」
と

表
現
し
た
の

で
し
た
。

　

播
磨
の
山

崎
町
近
辺
で
は
、
昭

和
初
期
ま
で
藍
が
生

音楽会、講演会、研修会、展覧会、パーティーなどにご利用いただけます。
ホール専用（2台）のプロジェクター（レーザー光源 5,200ルーメン）を導入。（無料）
会議室専用（3台）のプロジェクター（レーザー光源 5,000ルーメン）も導入。（無料）

9階けんみんホール（360席）

駐車場37台完備（24時間営業）

11階パルテホール（150席）

同窓会や
パーティー等の会場を
お探しの幹事さんへ

お申込み・お問い合わせ

※空室情報はホームページで随時更新中

T E L. 078-321-2131
FAX. 078-321-2138

http://hyogo-arts.or.jp

■ 着席：15卓150名
■ 立食：20卓200名

〒650-0011  神戸市中央区下山手通4丁目16番3号
地下鉄山手線「県庁前駅」下車すぐ、JR神戸線「元町駅」・阪神本線「元町駅」下車、北へ徒歩約7分

兵
庫
県
民
会
館

新しいピアノや反響板を設置し、リニューアル
して生まれ変わりました。

講演会、研修会、パーティー会場とし
てご利用いただけます。

兵庫県民会館の会議室を利用し、
レストランに宴会・パーティー料
理を注文された場合、条件があ
えば、会議室の利用料をレストラ
ンが負担します。

も
ら
っ
た
り
し
て
学
び
ま
し

た
。

　

竣
雄
さ
ん
は
母
と
と
も
に

藍
染
め
の
修
業
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

　

竣
雄
さ
ん
は「
藍
染
め
は
、

ひ
と
つ
と
し
て
同
じ
色
は
な

い
」
と
そ
の
奥
深
さ
を
話
し

ま
す
。

受賞者の皆さん（前列中央）と、加藤議長（前
列左２番目）をはじめとする選考委員、推薦団
体、同伴者の皆さん

衣装や資料、花笠、色鮮やかな幟などが展示されました

　

地
域
社
会
に
あ
っ
て
永
年

に
わ
た
り
ひ
た
む
き
な
努
力

を
続
け
、
伝
統
文
化
を
守
り

育
て
て
い
る
人
や
団
体
を
表

彰
す
る
兵
庫
県
芸
術
文
化
協

会
「
ふ
る
さ
と
文
化
賞
」
の

贈
呈
式
が
２
月
10
日
㈪
に
兵

庫
県
民
会
館
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

第
38
回
を
迎
え
る
今
年
度

は
、
１
名
と
２
団
体
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
る
古
典
舞
踊

島
田
流
の
指
導
や
郷
土
芸
能

「
仁
輪
加
太
鼓
」
の
高
砂
市

民
俗
文
化
財
指
定
に
貢
献
す

る
な
ど
次
世
代
へ
の
継
承
と

地
域
の
活
性
化
に
尽
く
さ
れ

た
島
田
幸
桐
さ
ん
（
高
砂

市
）、
室
町
末
期
に
秋
津
住

吉
神
社
で
発
祥
し
た
雨
乞
い

踊
り
を
毎
年
奉
納
し
、
保
存

・
継
承
に
尽
く
さ
れ
た
西
戸

百
石
踊
保
存
会
（
加
東
市
）、

出
石
神
社
史
に
伝
わ
る
幟
ま

わ
し
行
事
を
地
区
代
々
で
受

け
継
ぎ
、
保
存
・
伝
承
に
尽

く
さ
れ
た
宮
内
幟
ま
わ
し
保

存
会
（
豊
岡
市
）
に
、
当
協

会 

山
本
亮
三
理
事
長
か
ら

表
彰
楯
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
安
衛 

兵
庫
県

県
民
生
活
局
長
と
、
同
賞
選

考
委
員
を
代
表
し
て
、
神
戸

芸
術
文
化
会
議
議
長
の
加
藤

隆
久
さ
ん
が
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
同
じ
く
選

考
委
員
で
元
神
戸
新
聞
論
説

地域の文化情報
ふるさと文化賞を贈呈しました
◆島田�幸桐さん（古典舞踊）
◆西戸百石踊保存会（雨乞い祈願神事）
◆宮内幟まわし保存会（神社氏子の特殊神事）

神戸

委
員
の
古
山
桂
子
さ

ん
、
播
磨
学
研
究
所

所
長
の
中
元
孝
迪
さ

ん
、
民
俗
芸
能
学
会

評
議
員
の
久
下
隆
史

さ
ん
、
兵
庫
県
地
域

文
化
団
体
協
議
会
会

長
の
八
尾
博
司
さ

ん
、
そ
し
て
推
薦
団

体
で
あ
る
東
播
磨
文

化
団
体
連
合
会
の
中

尾
克
彦
会
長
、
加
東

市
の
安
田
正
義
市
長

も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。


